
 

授業科目名 

（英語名） 

専門演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（Special SeminarⅠ,Ⅱ,Ⅲ and Ⅳ） 

 

担当教員 

（所属） 

山本 健（総合政策学科） 

教育課程 総合政策学科演習科目 

開講年次 Ⅰ：３年前期、Ⅱ：３年後期、Ⅲ：４年前期、Ⅳ：４年後期 

授業形態 演習 単位数 ２ 必修・選択 必修科目 

資格対応  

授業のねらい・概要 

本演習は，企業の戦略や産業の動態などに関して立てた仮説を，モデルやデータ，あるいは

事例をもって証明する手法を習得することを目的としています．実地調査や文献調査などの活

動を通じて，卒業論文につながる研究テーマの選定を図ると同時に，(1) 経済学，(2) ファイナ

ンス，(3) 統計・計量経済学に関するテキスト･ブックの講読を行います． 

学修目標 

1. 経済学，ファイナンス，統計的手法に関して学部卒業生として世界標準レベルの能

力が得られる． 
2. 科学的な手法で経営の諸問題を分析し，意思決定を行うことができるようになる．

3. 地場産業や地域経済が直面している問題の本質を知るための手法が学べる． 
4. 論理的な思考技術，発表技術，文書作成技術を身に付けるための訓練ができる． 

授業の計画 

学生と相談の上，経済学，ファイナンス，統計・計量経済学から各 1 冊ずつの購読用

テキストを選定し，担当者を決めてレジュメの作成と口頭による内容の報告を行い，他

の出席者との間で討論を行います．また，時宜に応じて，実地調査，文献調査，文書作

成などの方法論について学び，実践します． 

卒業論文作成のための研究計画書を早い時期に作成し，報告と討論を繰り返し行い，

定期的に内容の追加・更新を図ります． 

テキスト教材等 

購読用テキストの例 
・ 経済学 

・ Kreps, Microeconomics for Managers, Norton. 
・ Besanko et al., Economics of Strategy, Wiley. 

・ ファイナンス 
・ Brealy et al. Principles of Corporate Finance, McGraw-Hill 
・ Damodaran, Corporate Finance, Wiley 

・ 統計・計量経済学 
・ Wooldridge, Introductory Econometrics: A Modern Approach , South-Western 

Berndt, The Practice of Econometrics: Classic and Contemporary, Addison WesleyCabral, 

Introduction to Industrial Organization, MIT Press など必要に応じて適宜使用 

授業の形式 演習形式，討論形式によって進める． 

成績評価の方法 
出席状況を含めた受講姿勢，学習や研究に対する取組や進度，授業への貢献度などを勘

案して，総合的に評価を行います． 

履修にあたっての留

意点 

演習型の授業は，学生の主体的な参加が欠かせません．無断で遅刻・欠席をしたり，担当し

た課題をやってこなかったりすると，授業は成り立ちません．責任ある行動を求めます． 

備考  

 


